2023年江西导游词日语
観光客の皆様、こんにちは。
今私たちの車は廬山の北山登山道路を走っています。まず廬山の概況を簡単に紹介します。
1949年に新中国が成立し、建国当初、政府は廬山登山道路の建設を企てました。1952年7月に廬山登山道路建設所を結成しました。この冬、この道路は正式に工事が始まりました。翌年(1953年)8月1日、この長さ36キロの登山道が開通しました。その後、人々はこの道路を北山道路と呼んだ。北山道路は山をめぐって進んで、四百近くのカーブがあります。だから、「廬山に登る」という詩の中で、「青々としている四百回転」という句があります。実は、この道路のカーブは399カーブしかないので、__も少しの牛を吹いたのだと言われています。
1970年10月に廬山南部の登山道が始まり、翌年7月1日に開通しました。人々はこの道を南山道路と呼んでいます。南山道路の完成は、廬山に行く国内外の観光客のために、より便利な条件を提供しました。その後、廬山にいくつかのケーブル道路と道路を建設しました。
廬山は中国江西省の北部に位置し、東経115度52分、116度8分、北緯29度26分、29度41分、面積302平方キロメートル、周辺保護区域の面積は500平方キロメートルです。北は一瀉千里の揚子江に瀕しています。南には煙の波が広がっています。大きな川、大きな湖、大きな山が渾然一体となっています。
千二百年以上前、唐の有名な詩人李白は廬山をこう褒めました。
廬山は地塁式の断塊山で、外険内秀です。川、湖、坂、山など様々な地形があります。主峰の大漢陽峰は海抜1474メートル、廬山の昔から命名された峰は171基である。群峰の間には岡嶺26基、谷20本、岩洞16個、奇石22カ所が点在しています。川の流れは河谷の発育に分かれ、多くの急流と滝を形成しています。滝22箇所、渓谷18条、湖潭14カ所。有名な三畳泉の滝は、落差が155メートルに達しています。廬山の奇麗な山水景観は科学的価値と観光鑑賞価値が高いです。
廬山は生物資源が豊富です。森林被覆率は76.6%に達した。高等植物は3000種近く、昆虫は__種余り、鳥類は170種余り、獣類は37種類です。山麓の風陽湖渡り鳥保護区は「鶴の王国」で、世界最大の白鶴の群れがあり、中国の「第二の万里の長城」と呼ばれています。
廬山は中国亜熱帯の東部季節風の地区に位置して、川に面する湖、山の高谷は深くて、鮮明な山地の気候の特徴を持ちます。年の平均降水量は1917ミリで、平均霧の日は191日間で、年間平均相対湿度は78%で、毎年7月――9月の平均気温は16.9℃で、夏季の極端最高気温は32℃である。良好な気候と美しい自然環境は廬山を世界的に有名な避暑地にします。
廬山地区は六千年前から人類活動があります。長い間、人々はここで豊かな内包と影響の深い廬山文化を創造しました。
大禹に伝わった時に作った「禹貢」と後ほどの「山海経」は廬山の古称の記録があります。紀元前126年、司馬遷「南登廬山」は、中国初の紀律史書「史記」に「廬山」を載せた。東晋は淵明、謝霊運、宗炳などの多くの文化名人を淘汰して、続々と廬山に来て、すばらしい文化芸術の創作を行って、廬山を中国の田園詩の誕生地、中国山水詩の策源地、中国山水画の発祥地にならせます。その後、李白、白居易、蘇軾、王安石、黄庭堅、陸遊、康有為、陳三立、胡適、徐志摩、郭沫若など1500人余りの詩人が相次いで登山し、4000首余りの詩を書きました。
廬山の「道釈同尊」。紀元四世紀、高僧の慧遠は廬山に東林寺を建て、念仏の浄土法門を創始し、中国化仏教を創始し、仏教の中国化の大きな流れを代表しています。天師張道陵は、廬山で修行したことがあります。道教の禅師の一人である陸修静は、廬山で簡素寂観を建て、チベットの道を1200巻編纂し、「道蔵」の基礎を打ち立て、道教の霊宝派を創立しました。紀元四世紀から十三世紀にかけて、廬山の宗教は盛んになりました。1942年、世界仏教連合大会が廬山で開催されました。今世紀の初め、二十カ国以上のキリスト教教会が廬山に集まった。今でも廬山には仏教、道教、イスラム教、キリスト教、カトリックなどの宗教や教派の寺院、道観、教会がたくさんあります。
